
体験学習は、社会貢献活動や自然とのふれあい、運動習慣のきっかけ作り、趣味を
見つけるなど、お金以外の“自分の支え”をみんなで一緒に考える活動！
これからの人生を豊かにする“自分が好きなこと”を探しにいきませんか？

体験学習実施レポート

社会貢献活動「深沼ビーチクリーンに参加し、震災遺構で学ぶ②」

2025宮城県刑務所出所者等就労・定着ネットワーク事業

活動日時：9月14日(日) 10:15～12:15

社会貢献活動として、深沼ビーチクリーン活動に参加してきました！

また、ビーチクリーン活動後、「震災遺構：旧荒浜小学校」を見学しました。

参加者：プログラム受講者 5名、連携機関 1名、スタッフ 3名(計9名)

運営団体
〒983-0852 宮城県仙台市宮城野区榴岡1-6-3 東口鳳月ビル602

☎：022-762-5851 FAX：022-762-5853

メールアドレス：info@retry-miyagi.org 担当：今野、本間



体験学習：タイムスケジュールと活動の様子
社会貢献活動として、深沼ビーチクリーンに参加しよう！

【9月14日(日)開催】深沼海水浴場をスナガニが住めるきれいな砂浜にしよう！

9:10～ 9:20 集合：ダイワロイネットホテル仙台付近

9:20～10:00 宮城野区榴岡⇒海岸公園センターハウス（荒浜地区）受付け

10:10～11:10 深沼ビーチクリーン活動

11:15～12:10 震災遺構：旧荒浜小学校見学

12:10～12:40 戻り、解散

この車で移動

海岸公園センターハウス
旧荒浜小学校

さあ、今日も砂浜をキレイにして来るか～！

波しぶきもまだ冷たくなかった！

チーム「リ・トライ」の収穫です！

お疲れ様でした～



1. ビーチクリーン活動は、楽しかったか？ 番号に〇をつけてください。

①楽しかった(2/5) ②まあ楽しかった(3/5) ③どちらともいえない(0/5) ④あまり楽しくなかった(0/5) ⑤楽しくなかった(0/5)

2. ビーチクリーン活動の感想をご記入ください！

3. 震災遺構：旧荒浜小学校を見学し、感じたことをご記入ください！

4. 今日の感想や、気づき、やってみたい別の体験学習など、自由にご記入ください！

ふりかえり：ビーチクリーン活動＆震災遺構見学

 結構海のゴミがありましたので、大変でしたが良かったし、海に足を入れてみたら、あまり冷たくなかったです。

 色々な物が取れたりして気持ちが良かった。

 ビーチは思っていたよりきれいでしたが、小さなゴミが多少ありびっくりしました。少しはビーチがきれいにできて良かったです。

 色んな方がボランティアで参加されてましたが、それでもゴミはなくならない事にがっかりしました。こういう活動は、大事だと思うし、今後も続けて頂けたらと思い
ました。

 晴れていたのがよかった。(多少暑かったが、、) 波の音を聞きながらリラックス(？)して行えた。

 震災は結構津波が2階のところまであったのに気がつきました。

 昔は辛い事があり、色々と大変な思いをしていたんだなということがわかりました。

 思ったよりひどい感じで驚き、津波の恐ろしさを感じ、二度と同じ災害が起こらない事を祈りました。

 正直見るのも辛い。現実として今後も自然災害に対する危機管理というのも意識し生活していきたい。

 言葉にならない。(胸にグッときた感じ)

 海のゴミとか、学校の津波を経験していないから、勉強になりました。

 次も参加したいと思いました。

 大変いい体験をさせていただきありがとうございました。次も参加させていただきたいです。

 充実した半日でした。

 色んな体験を通して学びや、人との交流、社会とのつながりを感じていきたい。

【スタッフ感想】
 久しぶりのゴミ拾い活動、大きな海と空の下で気持ちが良かった
です。

【スタッフ感想】
 ここにも人々の暮らしがあったんだなぁ、と感じました。

【スタッフ感想】
 ゴミ拾いも、震災遺構見学も、家族でも友人でも職場でもない、
この場で一緒になれた方々と活動ができて、何とも言えない充実
感でした。



総括コメント
「この曲、母さんに聞かせたら、泣いてました」

本日は宮城県刑務所出所等就労・定着ネットワーク事業「リ・トライ！」にて、「深沼ビーチクリーン活動」に参加しました。秋の気
配が近づく砂浜で、夏の名残りを感じる花火の残骸や、コンビニ弁当の容器などを、みんなで楽しく回収。

決めつけるわけではありませんが、彼らは幼少期から社会的な経験が少ない傾向があり、震災遺構を訪れる機会もほとんどな
い中でーー

青空の下、大笑いしながら砂浜のごみを拾う時間は、とても貴重な場になったと感じます。

帰り道、彼がBluetoothで聴かせてくれた最近のお気に入りの曲は、ZORN「家族の事情」。その歌詞は、まさに彼自身の生い
立ちそのもののようでした。

『あんたなんか生まなきゃよかった

こんな家生まれなきゃよかった

説教も発狂もうっせいよ 安らぎは爆音の重低音』

少年院を出た男の子が大切にしている曲。痛みや怒りを言葉にしてくれる音楽があることで、彼はなんとか自分を保ってきた
のだと思います。そして今、その力を借りながら、次の道を踏み出そうとしているように見えました。

＊次回は弁護士と語り合う場。必要な方に、この取組みが届きますように。

（代表理事 FBより一部編集し引用）

深沼海水浴場 今回も掘り当てました～！


